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赤松克麿（1894～1955）は山口県出身で、東京帝大で宮崎龍介らと共に新人会を

創設します。卒業後は雑誌『解放』や、日本労働総同盟で社会運動家として活動、師

である吉野作造の次女・明と結婚しました。赤松は無産政党の労働農民党、社会民衆

党の共同公認候補として、義父吉野の故郷宮城県の第 1 区から出馬しました。自らを

「国民九割五分の勤労無産階級の代表」と宣言し、政友会や民政党を強く攻撃してい

ます。赤松の選挙郵便は資金の少なさからか、他の候補者に比べ小さな活字で印刷も

粗く、顔写真もありません。 

 浮島になっているガラスケースでは、吉野作

造や関係人物の直筆資料、その他重要資料を

多く展示しています。 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

＊市町村名は現代のものです 
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ピックアップ資料② 

『書経』（尚書）「胤征篇」の一節。「先王

克く天戒を謹み、臣人克く常憲あり」と読み下

します。「先王」とは尭や舜のような昔の優れ

た王のことを指します。先王は天の戒めを謹

んで守り、臣下の者たちは決まったおきて従っ

た、という意味です。吉野の教え子で娘婿で

もある赤松克麿の旧蔵品。 

佐々木吉四郎（1842～1922）は明治から大正時代にかけて古川を中心に議員としても活躍した徳望家。この手紙で吉野作造は、

東京帝国大学入学時の手厚い入学祝いに対して謝辞を述べ、また東京で問題なく生活している近況を伝えています。 

旧制高校生時代の吉野作造が後輩の鈴木文治（1885～1946）

に宛て、キリスト教の洗礼を受けたこと、すでにクリスチャンだった鈴木

に対し特別な親しみを抱いていることを伝える手紙。鈴木は栗原郡金

成村（現・栗原市）出身の労働運動家で、日本の労働組合の草分

けである友愛会の創設者です。旧制古川中学校時代の鈴木は吉

野の知人宅で下宿し、当時仙台で高校生活を送っていた吉野とも交

流するようになりました。 

 浮島になっているガラスケースでは、吉野作造や関係人物の

直筆資料、その他重要資料を多く展示しています。 


